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名は、チャールズ二世の父親 the father of CharlesⅡ、処刑された国王 the 
executed King 等々、指示の一意性を表わす定冠詞「the」を伴うさまざまな
                                










the father of CharlesⅡという確定記述は、ある歴史的な人物を一意的に指
示しているから、それと同値な命題をつくるためには、x 以外のなにものも
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Dōn m ①ampl m victōr     ②ad mea templa p rtātō   
（くさぐさの品を、勝者よ）   （我が神殿へと持ち来たれ） 
①A  PŌL    Ō      ②A          PŌL     Ō 
 
②に比べ、①のアナグラムは不完全である。テーマ語であるアポロ神 Apollō




















含んではいるが、唯一、一回の l のせいで誤って APOLO のように扱われるという不
十分さを持っている。Ad が Apollo の A－という語頭を指示するのに役立った後で、




templa の L について判断しなければならないのである。とはいえ、この L は APO-
と（不具合にではあっても）つながっており、かつ PL によって POL という音節を連
想させるために P の後に置かれてもおり、要するにその効能を示す多数の印に囲まれ
て存在しているのではあるが。」Ibid., pp.70-71. 
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